
学

校

通

信

二

〇

一

九

年

十

一

月

星
美
学
園
中
学
校
高
等
学
校

十

一

月

の

行

事

ア
ン
ケ
ー
ト
二
回
目(

中
一
～
高
二

ま
で
の
間
に
実
施)

QU
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金

1

中
二
軽
井
沢
総
合
的
学
習
帰
校

土

星
美
小
対
象
説
明
会
・
ク
ラ
ブ
体
験
会

2

文
化
の
日

第
二
回
英
語
検
定
試
験(

二
次

)A

日

3

北
辰
テ
ス
ト
会
場
提
供
④

月

振
替
休
日

ミ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
の
集
い
（
～
５
日
）

4

火

追
悼
ミ
サ
（
希
望
者
）

5

中
学
総
合
学
力
調
査

午
前
授
業

水

6

教
職
員
研
修
会(

午
後)

木

フ
ィ
リ
ス
視
察
訪
問

高
一
模
試

7

Sr

金

中
一
遠
足

論
理
言
語
力
検
定
（
高
二
希
望
者
）

8

土

大
学
模
擬
授
業(

三･

四
時
限)

数
学
技
能
検
定
試
験
②

9

日

入
試
対
策
会

信
者
錬
成
会

10

月

中
三
出
願(

～

日)

11

12

火

宗
教
研
究
会
⑦

12

水

高
二
学
年
朝
礼

13

木

保
護
者
会
（
午
後
）

中
三
修
学
旅
行
出
発

14

金

保
護
者
会
（
午
後
）

第
五
支
部
生
活
指
導
部
会

15

保
護
者
会
（
午
前
）

父
親
対
象
宗
教
講
話

土

16

高
三
修
養
の
日

高
校
説
明
会
・
授
業
体
験
会
・
個
別
相
談
会

日

中
三
修
学
旅
行
帰
校

17

保
護
者
会
（
午
後
）

中
三
振
休(

の
分)

11/17

月

18

特
別
入
試
出
願(

～

日)

19

火

宗
教
研
究
会
⑧

19

水

高
一
学
年
朝
礼

20

木

中
三
入
学
許
可
証
交
付

21

金

22

土

勤
労
感
謝
の
日

23

日

24

無
原
罪
の
聖
母
徳
の
花
開
始

試
験
時
間
割
発
表

月

25

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
司
式
の
ミ
サ
参
加
（
東
京
ド
ー
ム
）

火

26

水

高
三
模
試
⑦

27

木

28

金

中
三
・
高
一
・
高
二
単
位
登
録
締
切

29

父
母
の
会
定
例
会
④

特
別
入
試
面
接

土

30

第
五
土
曜
日

十
二
月
の
主
な
行
事
予
定

日

無
原
罪
の
聖
母
の
祝
日

４
日
～

日

期
末
試
験(

日
は
高
二
の
み)

５

11

11

日
・

日

高
三
セ
ン
タ
ー
模
試(

希
望
者)

11

12

日
～

日

中
三
職
場
体
験

11

19

日

答
案
返
却

中
高
生
徒
会
選
挙

13
日

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ･

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

中
高:

午
前

)

19
日

大
掃
除

20
日

終
業
式

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ

21
日

中
学
校
説
明
会
・
授
業
体
験
会

高
校
個
別
相
談
会

22

ク
リ
ス
マ
ス
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
言
語
能
力
の
確
実
な
育
成
」

平

林

ゆ

か

り

言
語
能
力
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
一
言
で
言
語
能
力

と
言
え
ど
、
様
々
な
捉
え
方
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
語
彙
が
豊
富
で
あ
る
こ

と
な
の
か
、
言
葉
の
使
い
方
が
巧
み
で
あ
る
こ
と
な
の
か
、
説
明
が
わ
か
り
や

す
い
こ
と
な
の
か
、
文
章
問
題
が
解
け
る
こ
と
な
の
か
、
人
と
上
手
に
話
せ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と
な
の
か
、
と
少
し
考
え
た
だ
け
で
も
多

く
の
「
言
語
能
力
」
が
出
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
そ
の
ど
れ

も
が
確
か
に
「
言
語
能
力
」
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
言
語
能
力
の
確

実
な
育
成
の
た
め
に
、
六
カ
年
と
い
う
歳
月
の
中
で
国
語
科
が
体
系
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
六
カ
年
通
し
て
漢
字
検
定
試
験
を
受
験
し
て
い
ま
す
。
中
学
一
年
生
は

四
級
か
ら
始
ま
り
、
高
校
卒
業
時
に
は
二
級
を
取
得
で
き
る
よ
う
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
漢
字
検
定
試
験
は
、
漢
字
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
漢
字
を
学
ぶ
際
に
多
く
の
言
葉
を
学
び
、
自
然
と
語
彙
力
が
増
え
て

い
く
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
漢
字
の
学
習
や
読
書
、
日
々
の
会
話
の

中
か
ら
広
が
っ
た
語
彙
を
使
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
学
び

ま
す
。
国
語
科
で
は
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
手
法
を
多
く
用
い
ま
す
。
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
の
は
四
～
六
名
程
度
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
一
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
後
一
人
が
残
っ
て
ま
た
新
し
い
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
ま
た
再
度
話
し
合
う
と
い
う
手
法
で
す
。
生
徒
同
士
で
話
し
合
い
、
自
分

の
言
葉
を
用
い
て
各
単
元
の
ま
と
め
を
行
う
こ
と
で
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
の
理

解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
中
学
一
年
生
は
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の

『
少
年
の
日
の
思
い
出
』
、
中
学
二
年
生
で
は
清
少
納
言
の
『
枕
草
子
』
、
中
学

三
年
生
で
は
井
上
ひ
さ
し
の
『
握
手
』
の
単
元
の
際
に
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
校
生
の
授
業
で
も
適
宜
そ
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
り
や
本
の
紹
介
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
な

ど
を
行
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
つ
け
て
い
ま
す
。

高
校
で
は
、
一
年
生
で
批
評
文
を
書
く
訓
練
を
し
、
二
年
生
に
な
る
と
リ
テ

ラ
ス
論
理
言
語
力
検
定
を
受
験
し
、
現
状
を
理
解
し
て
か
ら
高
校
三
年
生
を
迎

え
ま
す
。
ま
た
進
学
合
宿
で
の
継
続
し
た
小
論
文
指
導
、
古
典
、
現
代
文
指
導

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
三
年
間
通
し
て
小
論
文
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

授
業
で
の
取
り
組
み
と
共
に
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
を
用
い
、
小
論
文
講
座

を
聞
い
た
後
に
試
験
を
受
け
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
日
々
の
小
さ
な
積
み
重
ね
で
生
徒
た
ち
は
多
く
の
言
語
を
イ
ン

プ
ッ
ト
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
増
え
た
語
彙
を
用
い

て
、
小
論
文
や
レ
ポ
ー
ト
、
ス
ピ
ー
チ
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

を
し
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
言
語
を
活
用
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま

す
。
そ
の
結
果
が
新
大
学
入
試
に
対
応
出
来
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
語
科
で
は
六
カ
年
通
し
て
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に

応
募
し
て
い
ま
す
。
中
学
三
年
間
は
人
権
作
文
、
中
学
三
年
生
は
中
学
生
の
主

張
と
い
う
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
に

も
読
書
感
想
文
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
、
多
く
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
選
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
結
果
は
生
徒
た
ち
が
自
然
と
語
彙

を
身
に
つ
け
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
日
々
の
学

校
生
活
の
中
で
確
実
に
言
語
能
力
を
伸
ば
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
継
続
し
て
言
語
能
力
を
確
実
に
育
成
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。


